




水災害リスクを踏まえた防災まちづくり ～ 若い世代とともに考え、 みんなで担う水防災、 きらめく大洲をみらいへ ～

行政と共に地元高校生と東大生による報告会を開催！
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パネルディスカッション

東大洲地区の防災まちづくりを地域のみんなで語り、 つくりあげていきましょう！

取組紹介

 行政からは、東大洲地区における流域治水の取組紹介や治水対策事業に関して報告がありました。
具体的には、国は堤防や河道整備の状況、県は流域治水マニュアルの作成、大洲市は都市計画を踏
まえた東大洲地区の治水対策などを説明しました。

 高校生と大学生からは、２月に実施したワークショップについて報告がありました。

 高校生、大学生の代表と行政の代表
でパネルディスカッションを行い、東
大洲の防災まちづくりについてたくさ
ん議論しました。

今後は平成３０年７月豪雨を上回る状況もあるという

ことを踏まえて、生活しなくてはいけないと感じた

私たちとって、肱川は恵みをもたらす存在であり、川

を学ぶと同時に水害を学ぶイベントは有効だと思う

災害時に住民が一緒に避難できるよう、事前の訓練等

を通じて、地域の水害の特徴を語り合う場が欲しい

水災害に関するポスターを作って、行政施設だけでな

く商業施設にも貼ってもっと身近に感じてもらいたい

今日お集まりの皆さんで防災まちづくりを考えれば、今までの何倍何

十倍もいいものが絶対できると思うので、ぜひ一緒にやりましょう！

●アンケートより抜粋
高校生の包み隠さない素直な意見が飛び交って素晴らしかった

 学びを学びのままで終わらせないように発信していきたい


